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本書について

利用者
本書は、SASの新規ユーザーまたは SAS Studioの学習を希望する経験豊富なプ
ログラマを対象としています。本書を使用する上で SASプログラミングの経験
は不要です。

要件
本書で紹介されている例を実行するには、SAS Studio 3.7へのアクセスが必要で
す。

v
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1章
SAS Studioの概要

SAS Studioへようこそ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1

SAS Studioの概要 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2

SAS Studioへようこそ
SAS Studioをご利用いただきありがとうございます。本書では、SAS Studioに
ついて簡単に紹介し、SAS Studioで基本的な SAS 9プログラミングタスクを実
行する方法について説明します。手順の説明には、SASソフトウェアに付属の
SASHELPライブラリのサンプルデータを使用します。
SASのプログラムを作成する場合、多くのユーザーは PCのデスクトップまたは
SASサーバー上のアプリケーションを使用します。SAS Studioは、そのような
アプリケーションとは異なり、Webブラウザから SASコードを作成して実行で
きるツールです。SAS Studioを使用すると、データファイル、ライブラリおよ
び既存のプログラムにアクセスして、新しいプログラムを作成できます。SAS 
Studioを使用する場合、SASソフトウェアをバックグラウンドで使用すること
になります。SAS Studioで SASコマンドを処理するためには、SASサーバーへ
の接続が必要です。クラウド環境でホストされるサーバー、ローカル環境のサー
バーまたはローカルマシン上の SASのコピーを SASサーバーとして使用できま
す。コードの処理が終了したら、結果が SAS Studioに返されます。
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SAS Studioでは、Microsoft Internet Explorer、Apple Safari、Mozilla Firefox、
Google Chromeなどの複数のWebブラウザがサポートされています。
本書に取り組むことで、次のタスクの実行方法を学習できます。
• プログラムの作成
• 結果の保存
• プログラミングエラーの修正
• ライブラリセクションを使用した時間の節約
• SAS Studioを使用したプログラムの自動作成

SAS Studioの概要
SAS Studioにサインオンすると、SAS Studioメインウィンドウが開きます。
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SAS Studioのメインウィンドウは、左側のナビゲーションペインと右側のワー
クエリアで構成されます。ナビゲーションペインでは、サーバー上のファイルと
フォルダショートカット、タスクとスニペット、アクセス可能なライブラリ、フ
ァイルショートカットにアクセスできます。デフォルトでは、サーバーファイル
とフォルダセクションが表示されます。
ワークエリアは、データ、コード、ログ、結果を表示するために使用されます。
SAS Studioを開くと、ワークエリアには最初に新しいプログラムウィンドウが
表示されます。データを開いたりタスクを実行したりすると、ワークエリアには
他のウィンドウがタブ形式のインターフェイスとして開きます。
SAS Studioには、2つの異なるパースペクティブ(SASプログラマパースペクティ
ブと Visualプログラマパースペクティブ)が用意されています。パースペクティ
ブとは、特定のユーザータイプのニーズに合わせてカスタマイズされた既定の機
能セットです。本書では SASでのプログラミングを扱っているため、ユーザーは
アプリケーション上部のツールバーで SASプログラマパースペクティブが選択
されていることを確認する必要があります。両方のパースペクティブの詳細に
ついては、SAS Studio: ユーザーガイドを参照してください。
SAS Studioでの作業に関するヘルプには、いくつかの方法でアクセスできます。
アプリケーションの一部のオプションにはポップアップヘルプが用意されてお
り、該当するオプションの横にある をクリックすると表示されます。SAS 

Studioの包括的なヘルプは、ワークエリアの上部にある をクリックし、SAS 
Studioヘルプを選択すると表示されます。

SAS Studioの概要 3
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2章
SAS Studioでの最初のステップ

プログラムの作成 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5

結果の保存 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6

エラーが発生した場合 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7

プログラムの作成
SASでのプログラムの作成がかつてないほど容易になりました。必要な作業は、
ブラウザを開き、SAS Studioを起動し、プログラムの作成を開始するだけです。
コードを入力する際、SAS Studioのいくつかの機能によりプログラミング時間
が短縮されていることを実感できるでしょう。たとえば、何百もの SASステート
メントおよびプロシジャのオートコンプリートがサポートされていることに加
え、広範な SAS製品ドキュメントへのリンクを含む(ビルトイン)構文ヘルプが用
意されています。

最初に、SASHELPライブラリのサンプル SASテーブルを使用する非常に単純な
プログラムを作成してみましょう。SAS Studioを開き、自動的に作成されるプロ
グラム 1ウィンドウに次のコードを入力します。
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proc print data=sashelp.class;
run;

各 SASステートメントはセミコロンで終了する必要があります。
注: 新しいプログラムウィンドウを作成する必要がある場合は、ナビゲーション
ペインのサーバーファイルとフォルダセクションを開きます。次に、 をク
リックし、SASプログラムを選択します。

コードを実行するには、ツールバーの をクリックします。結果タブが自動的
に開き、CLASSテーブルのデータが一覧表示されます。

結果の保存
SAS Studioの結果は使いやすいものですが、他のユーザーと共有するために結
果を別の形式に保存するい場合はどうすればよいでしょうか。結果ツールバー
のボタンをクリックすると、結果を 3種類の形式のいずれかでダウンロードして
保存したり、該当する形式に対応したデフォルトアプリケーションで開いたりす
ることができます。
•  HTMLファイル
•  PDFファイル
•  RTFファイル
次の例では、結果を PDFファイルとしてダウンロードし、Adobe Acrobat 
Readerで開いています。
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をクリックして、SAS Studioから結果を印刷することもできます。結果が別
のブラウザウィンドウで開き、そのブラウザのデフォルトのプリンタ制御を使用
できるようになります。

エラーが発生した場合
SASコードにエラーが発生した場合、SAS Studioでは問題を簡単に特定できま
す。元のプログラムにエラーを追加し、動作を確認してみましょう。
コードタブをクリックしてプログラムを開きます。プログラムの 1行目にある
セミコロンを削除します。
プログラムは次のようになります。
proc print data=sashelp.class
run;

をクリックしてプログラムを実行します。今回は、エラーが発生したことを
示すログタブが自動的に開きます。

エラーが発生した場合 7



エラー、警告、情報セクションで、エラーを展開してエラーの説明を確認しま
す。エラーメッセージをクリックすると、そのメッセージがログ内で強調表示さ
れ、エラー発生位置を正確に把握できるようになっています。
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プログラムに戻ってエラーを修正できます。ただし、プログラムが非常に長く複
雑で、エラーが多数発生している場合は、必要に応じて、コードに一切エラーが
なかった前のバージョンのプログラムに戻ることもできます。プログラムを実
行するたびにログ(サブミット履歴)とエントリが残るため、前のバージョンのプ
ログラムに簡単に戻ることができます。
前のバージョンのプログラムを探すには、コードタブをクリックして現在のバー
ジョンのプログラムを表示します。ツールバーの をクリックし、プログラム
の最初のバージョンをクリックします。

元のバージョンのプログラムが新しいウィンドウで開き、エラーのないコードを
元のプログラムまたは新しいプログラムにコピーアンドペーストできます。

エラーが発生した場合 9
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3章
ライブラリセクションを使用した時間節約

プログラムへの列名の追加 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11

プログラムへの列名の追加
SAS Studioは、SASプログラムをできるだけ迅速かつ正確に作成できるように設
計されています。ナビゲーションペインのライブラリセクションからは、すべて
のライブラリとその中のテーブルにアクセスできます。テーブルの列の名前を
確認する場合は、テーブルを展開し、すべての列を表示します。プログラムの作
成時にライブラリセクション内の項目をプログラムにドラッグすることで、時間
を節約できます。ドラッグした項目のコードが自動的にプログラムに追加され
ます。
この仕組みを確認するために、最初に使用した元のプログラムに戻ってみましょ
う。
proc print data=sashelp.class;
run;

次に、プログラムに VARステートメントを追加して、結果に含める変数(つまり
列)を指定します。コードの先頭行の後に、次のコード行を新たに追加します。
var  

プログラムは次のようになります。
proc print data=sashelp.class;
var 
run;

この後、ライブラリセクションを使用して VARステートメントを完成させるこ
とができます。ナビゲーションペインのライブラリセクションをクリックし、
SASHELPライブラリを展開します。CLASSテーブルを探し、展開して列を表示
します。
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Ctrlキーを押しながら名前、年齢および身長列を選択し、それらをプログラムの
VARステートメントの末尾にドラッグします。緑のチェックマークアイコンは、
選択した列をドロップできる場所を示しています。
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選択した列をドロップすると、その列名が自動的にプログラムに追加されます。
SASプログラミング言語では、各ステートメントの末尾にセミコロンが必要で
す。プログラムの実行時に別のエラーが発生しないように、VARステートメント
の末尾にセミコロンを追加してください。

プログラムへの列名の追加 13



ライブラリセクションを使用すると、テーブルの列の名前を簡単に確認できるだ
けでなく、テーブル名および列名を入力する代わりにプログラムにドラッグでき
るため時間の節約になります。
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4章
SAS Studioを使用したコード生成

SAS Studioを使用した自動プログラミング . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 15

SAS Studioを使用した自動プログラミング
SASプログラマとしての経験が浅いまたは既存のプログラムを使用する場合は、
SAS Studioの支援機能を利用できます。テーブルビューアでテーブルを開き、表
示する列を選択し、データのフィルタと並べ替えを行うことができます。SAS 
Studioでは、テーブルを表示するために必要なすべてのコードがバックグラウン
ドで作成され、ユーザーはそのコードを使用できます。
ライブラリセクションで、CLASSテーブルをダブルクリックしてテーブルビュー
アで開きます。
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テーブルビューアの列エリアでは、デフォルトですべての列が選択されます。体
重列をクリアし、この列がテーブルビューアから即座に削除されることを確認し
ます。

次に、フィルタを追加し、データを並べ替えることができます。年齢列ヘッダー
を右クリックし、フィルタの追加を選択します。列値のリストで、Ctrlキーを押
しながら 3つの値 11、12、13を選択します。

フィルタをクリックします。テーブルビューアが更新され、年齢が 11、12およ
び 13の行のみが表示されるようになります。
注: フィルタ基準はテーブルビューアの上部に表示されます。フィルタを編集す
るには 、フィルタを削除するには をクリックします。
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最後に、身長列ヘッダーを右クリックし、昇順で並べ替えを選択します。テーブ
ルは、身長列の値が小さいものから大きいものへ並べ替えられます。

SAS Studioを使用した自動プログラミング 17



オプションを選択し、希望どおりにテーブルをカスタマイズしていくだけで、
SASコードが自動的に生成され、そのコードをそのまま使用することができま
す。コードを表示するには、ツールバーの をクリックします。テーブルビュ
ーアでテーブルのビューを作成する際に使用されたコードが新しいプログラム
ウィンドウに表示されます。

このプログラムは、SAS Studioによって作成されたコードのコピーであり、テー
ブルビューアとの関連付けは解除されています。このプログラムを編集しても、
テーブルビューアに表示されているデータには影響せず、テーブルビューアを変
更しても、このコードの内容には影響しません。このコードを編集したり、別の
プログラムのベースとして使用したりすることができます。

18 4章 • SAS Studioを使用したコード生成



5章
追加情報

その他の情報について . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 19

その他の情報について
本書では、SAS Studioでプログラミングを開始する際に役立ついくつかの基本
機能を紹介しました。次に学習する内容は、ソフトウェアの用途によって異なり
ます。詳細なヘルプについては、SAS Studio ヘルプメニューおよび SAS Studio
製品ドキュメントページを参照してください。
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推奨資料

• SAS Studio: ユーザーガイド
SAS刊行物の一覧については、 sas.com/store/booksから入手できます。必要
な書籍についての質問は SAS 担当者までお寄せください:

SAS Books
SAS Campus Drive
Cary, NC 27513-2414
電話: 1-800-727-0025
ファクシミリ: 1-919-677-4444
メール: sasbook@sas.com
Webアドレス: sas.com/store/books
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